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オ
ム
ニ
バ
ス
公
開
授
業
「
地
域
産
業
論
」
の
開
講

　
　
山
根
繁
樹

（
松
江
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授
）

　
松
江
高
専
で
は
、
昭
和
三
九
年
設
立
以
来
、
約
五
〇
〇
〇
名
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
を
輩
出
し
て
き
た
。
そ
の
う
ち
、
お
よ
そ
三
五
％
が
地
元

で
あ
る
島
根
県
内
で
活
躍
し
て
お
り
、
地
域
産
業
界
の
発
展
に
寄
与

し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
の
技
術
の
高
度
化
お
よ
び
グ
ロ
ー

バ
ル
化
な
ど
、
周
辺
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
卒
業
者
の
島
根
県
外
へ

の
就
職
お
よ
び
大
学
編
入
進
学
率
が
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
地
元
の
優
秀
な
人
材
の
流
出
、
地
域
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
空
洞
化
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
危
惧
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
高

等
専
門
学
校
が
地
域
や
産
業
界
に
対
し
て
持
つ
使
命
、
「
地
元
で
活

躍
す
る
優
秀
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
よ
り
多
く
育
成
し
て
い
く
こ
と
」
に

今
一
度
立
ち
返
り
、
ま
た
、
卒
業
者
お
よ
び
企
業
の
視
点
に
立
っ
た

教
育
・
知
識
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
。
そ
こ
で
平
成

一
七
年
度
よ
り
開
講
さ
れ
た
の
が
、
オ
ム
ニ
バ
ス
公
開
授
業
「
地
域

産
業
論
」
で
あ
る
。

「
地
域
産
業
論
」
で
は
、
進
路
決
定
前
の
学
生
（
本
科
四
年
生
後
期
）

を
対
象
と
し
、
一
般
に
も
公
開
し
て
、
次
に
挙
げ
る
三
点
を
基
本
方

針
に
、
講
義
内
容
を
構
成
し
た
。

①
地
域
産
業
の
現
状
や
今
後
の
展
開
を
旬
な
話
題
と
し
て
提
供
す
る
。

②
地
元
産
業
界
の
方
々
か
ら
実
践
学
問
・
経
験
を
通
し
た
一
流
の
話

　
題
を
提
供
す
る
。

③
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
・
幅
広
い
見
識
に
基
づ
い
た
話
題
、
新
規
性

　
の
あ
る
話
題
を
提
供
す
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
授
業
の
実
現
に
は
、
島
根
県
商
工
労
働
部
、
し
ま

ね
産
業
振
興
財
団
を
は
じ
め
、
松
江
高
専
と
地
元
企
業
の
連
携
組
織

「
松
江
テ
ク
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
、
多
方
面
か
ら
の
支
援
と
協
力

を
得
た
。
後
述
す
る
よ
う
な
一
流
の
講
師
陣
を
招
聰
で
き
た
の
は
、
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こ
の
支
援
の
賜
で
あ
る
。

　
文
部
科
学
省
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
「
現
代
的
教
育
二
ー
ズ
取
組
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
「
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
」
（
地
域
密
着
型
）
部
門
）
」

（
略
称
「
現
代
G
P
」
）
に
は
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
高
専
も
申
請
可
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講鍵羅，

一橋大学大学院教授　関満博氏による第1回講義

能
と
な
り
、
松
江
高
専
で
も
、
今
回
こ
の
部
門
に
申
請
し
た
。
選
定

さ
れ
た
申
請
課
題
、
「
地
域
二
ー
ズ
対
応
型
教
育
の
実
践
」
は
、
地

域
自
治
体
と
密
に
連
携
を
と
り
、
テ
ー
マ
に
地
域
問
題
を
扱
う
こ
と

で
、
地
域
活
性
化
に
寄
与
し
、
学
生
の
創
造
性
、
実
践
的
知
識
を
は

ぐ
く
む
教
育
の
高
度
化
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
二
つ
の
柱
か

ら
な
っ
て
い
る
。

　
一
つ
は
、
卒
業
研
究
な
ど
に
、
地
域
産
業
界
や
地
域
社
会
の
技
術

的
な
地
域
二
ー
ズ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
密
着
型
の
実

践
教
育
を
実
施
す
る
取
組
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
校
の
教
育

の
活
性
化
と
高
度
化
を
推
進
す
る
と
同
時
に
、
地
域
の
活
性
化
に
貢

献
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
柱
が
、
「
地
域
産
業
論
」
の
開
講
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
自
治
体
な
ど
の
支
援
の
も
と
、
講
師
に
は
、
地
元
島
根

県
出
身
者
や
在
住
者
、
島
根
県
の
産
業
界
と
関
係
の
深
い
方
々
を
招

聴
し
た
。
平
成
一
七
年
度
の
「
地
域
産
業
論
」
は
、
九
名
の
講
師
に

よ
る
計
一
五
回
の
講
義
と
な
っ
た
。
講
義
の
内
容
と
講
師
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

　
「
地
域
産
業
論
」
（
一
橋
大
学
大
学
院
教
授
　
関
満
博
氏
）
、
「
二
十
一

世
紀
を
支
え
る
基
盤
技
術
」
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
　
吉
野
勝
美
氏
）
、

「
企
業
が
望
む
若
手
技
術
者
」
（
島
根
県
産
業
創
出
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

矢
野
仁
氏
）
、
「
技
術
経
営
（
M
O
T
）
」
（
（
株
）
テ
ク
ノ
・
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
　
早
稲
田
大
学
・
東
北
大
学
客
員
教
授
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校
出
川
通
氏
）
、
「
伊
藤
忠
商
事
の
先
端
技
術
ビ
ジ
ネ
ス
」
（
伊
藤
忠
商
事

弾
執
行
役
員
　
先
端
技
術
戦
略
室
長
　
松
見
芳
男
氏
）
、
「
コ
ン
ピ
ユ
ー

ド専
タ
シ
ス
テ
ム
の
今
後
の
展
開
」
（
京
都
大
学
大
学
院
情
報
科
学
研
究

等
科
長
。
教
授
　
富
田
眞
治
氏
）
、
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
論
」
（
市
民

高
・
バ
ン
ク
代
表
　
片
岡
勝
氏
）
、
「
地
域
振
興
と
技
術
開
発
」
（
島
根
県
産

集特
業
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
　
尾
野
幹
也
氏
）
、
「
知
的
財
産
活
用
戦
略
」

　
（
日
本
弁
理
士
会
総
括
副
会
長
（
現
会
長
）
谷
義
一
氏
）
。

　
　
こ
れ
ら
「
地
域
産
業
論
」
各
回
の
講
義
内
容
は
、
地
元
新
聞
社
の

　
発
行
す
る
週
刊
誌
で
も
要
旨
が
紹
介
さ
れ
、
地
域
で
広
く
読
ま
れ
た
。

　
　
講
義
で
は
、
講
師
の
多
く
が
「
技
術
者
は
留
ま
っ
て
い
て
は
だ
め

　
で
あ
る
。
急
速
に
進
む
技
術
に
常
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
続
け
て
い

　
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
力
説
し
た
。
ま
た
、
一
五
回
の
講
義
に

　
通
底
し
て
い
た
の
は
「
均
質
に
、
安
く
、
大
量
に
生
産
す
る
時
代
は

　
終
わ
り
、
い
か
に
独
創
的
な
も
の
を
作
る
か
が
問
わ
れ
る
時
代
に
な

　
　
っ
た
」
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
地
元
島
根
県
に
ゆ
か
り

　
　
の
あ
る
講
師
陣
と
あ
っ
て
、
地
域
を
支
え
る
べ
き
若
者
に
向
け
た
熱

　
　
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
語
ら
れ
た
。

　
　
こ
う
し
た
期
待
や
励
ま
し
に
対
し
、
受
講
生
た
ち
は
、
「
自
分
の

　
将
来
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
義
だ
っ
た
」
、
「
島
根
に
も
未
来
が
あ
る

　
と
思
っ
た
」
、
「
既
存
の
産
業
で
は
な
く
、
自
分
で
何
か
を
始
め
た
い

　
と
思
っ
た
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
日
常
的
に
繰
り
返
さ
れ

　
る
学
校
生
活
で
は
な
か
な
か
意
識
で
き
な
い
広
い
社
会
や
将
来
に
目

を
向
け
て
ほ
し
い
と
い
う
、
本
講
義
の
意
図
の
一
つ
が
受
講
生
に
も

よ
く
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
た
、
地
元
企
業
か
ら
毎
回
参
加
し
た
受
講
者
は
、
「
私
自
身
、

技
術
の
こ
と
し
か
頭
に
な
く
、
狭
い
視
野
し
か
な
か
っ
た
こ
と
を
痛

感
し
た
。
し
か
も
、
視
野
を
広
げ
よ
う
と
思
っ
て
も
、
そ
れ
が
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
ま
り
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
講
座
が
公
開
さ

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
入
社
し
て
く
る
新
卒

者
が
、
今
回
の
よ
う
な
講
義
を
受
け
、
技
術
に
留
ま
ら
な
い
知
識
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
企
業
側
は
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

我
々
も
勉
強
し
続
け
な
け
れ
ば
、
新
入
社
員
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
話
し
て
い
た
。

　
松
江
高
専
で
は
、
入
学
者
の
お
よ
そ
八
割
を
地
元
島
根
県
か
ら
集

め
て
い
る
。
だ
が
、
講
師
の
一
人
で
あ
る
関
満
博
氏
が
指
摘
さ
れ
た

と
お
り
、
島
根
県
の
高
齢
化
率
二
六
％
は
、
日
本
の
二
〇
年
後
を
象

徴
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
一
方
に
は
、
地
元
産
業
界
に
高
専
卒
業
者

を
受
け
入
れ
る
受
け
皿
が
少
な
い
と
い
う
現
状
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
高
専
が
地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
地

元
産
業
界
自
体
、
地
域
社
会
自
体
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
取
組
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
地
域
の
二
ー
ズ
に
対
応
す
る
研
究
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
に
活
力
を
与
え
う
る
「
人
問
」
の
育
成
を
目
指
す
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
地
域
産
業
論
」
は
、
こ
の
よ
う
な
意

図
の
も
と
に
開
講
さ
れ
、
今
年
度
二
年
目
を
迎
え
る
。
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